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写真は、組合構成4市町広報の表紙を飾った写真です。

■能代市　『こどものしろ「能代の誇り 民俗芸能」』

■藤里町　『安全安心な冬を過ごすため』

■三種町　『日本最高峰の戦い！ Wリーグ三種大会』

■八峰町　『2022年新年を迎えて～白瀑神社初詣～』

表　紙･･････････････････････････････････････････１
令和３年･能代山本広域消防･火災・救急件数･･･２

広域組合施設をご利用ください、
ごみを分別しましょう！！･･･････････････ ３
広域情報コーナー･消防署からのお知らせ、
ミニ統計･････････････････････････････ ４
号外･･････ 一般廃棄物処理施設整備事業について

内容の紹介

能代市 藤里町

三種町 八峰町



　近年、全国で救急車の出場件数が増加しています。能代山本管内では令和3年に3,320件（1日平均
9.0件）の出場がありました。前年より253件増加し、ここ数年間3,000件を下回ることがありませ
ん。医療機関へ搬送された人数を見ますと3,050人で、そのうち約４割が入院を必要としない軽症と診
断されています。
　119番通報で救急車を要請すると、最も現場に近い救急車が出場し、最寄りの救急車が出場中の場合
は、その次に近い救急車が出場します。緊急性のない救急要請が多くなると、救急車の到着が遅くなり、
１分１秒を争う救急活動の障害になります。令和３年の能代山本管内では、通報から現場到着まで約8.5
分を要しています。限られた救急車を適正に運用するためには皆様のご協力が必要です。
　※ＡＥＤ(電気ショック)が１分遅れる毎に社会復帰率は7～10%低下すると言われています。

一般家庭や事業所で発生するごみが分別されず、
不燃ごみ、資源ごみが南部清掃工場へ搬入され
ることで次のような問題が加速していきます。

1　急　　病 2,309件（69．5％）
2　一般負傷 443件（13．3％）
3　転院搬送 238件（ 7．2％）

能代市 2,236件
藤里町 151件
三種町 680件
八峰町 253件
合　計 3,320件

④火災原因（図１参照）
能代市 19件（11件）
藤里町 1件（ 1件）
三種町 10件（ 3件）
八峰町 1件（ 2件）
合　計 31件（17件）

火　入　れ　　　1件
た　き　火　　　2件
漏　　　電　　　1件
ス ト ー ブ　　　3件
煙　　　突　　　2件
電 気 配 線　　　2件
た　ば　こ　　　1件
圧 力 配 管　　　1件
バッテリー　　　1件
コンデンサ　　　2件
排　気　管　　　1件
雷　　　　　　　2件
不　　　明　　　2件
調　査　中　　10件

令和３年の火災件数は31件で、前年と比較すると14件の増加となっています。
救急件数は3,320件で、前年と比較すると253件の増加となっています。

令和３年  能代山本広域消防
火災・救急件数

令和３年  能代山本広域消防
火災・救急件数

焼 却 処 理埋め立て

①各構成市町が可燃ごみとして収集する指定家庭ごみ袋の中に金属類やセトモノ類
などの不燃ごみは絶対にいれないでください。

②紙類、缶、ビン、ペットボトルなど資源ごみとなるものは資源化してください。
③ごみの発生を少しでも防ぐため、３Ｒ（リデュース：減らす、リユース：繰り返
し使う、リサイクル：再資源化する）に努めてください。

①火災件数（　）は昨年件数

建物火災 23件
林　　野 2件
車　　輌 3件
そ の 他 3件

②火災による死傷者

③火災種別

死　者 2名
傷　者 3名

⑥救急事故種別

救急車は大切な命を守るため24時間対応します。 
救急車を本当に必要とする人のために、 皆さんのご理解とご協力をお願いします。

⑤救急出場件数

【南部清掃工場搬入時の注意事項等】

ごみを分別しましょう！！ごみを分別しましょう！！

能代山本広域市町村圏組合　環境衛生課☎89－2426　南部清掃工場☎85－3225問合せ

図１
ストーブ　3件（10%）
たき火　2件（6%）
煙　突　2件（6%）
電気配線　2件（6%）
コンデンサ　2件（6%）

雷　2件（6%）

火入れ・漏電・たばこ・
圧力配管・バッテリー・
排気管　各１件（19%）

問合せ　　消防本部救急課　☎52-3368

不明・調査中
12件（39%）

火災原因

不要な焼却処
理により温室
効果ガスである二酸化
炭素が大量に発生し地
球温暖化が進みます。

ごみ処理の過程では、
収集運搬、中間処理（焼却）、最終
処分（埋め立て）が行われます。処
理量が多いと、処分するために多く
の費用がかかります。

焼却後に発生する焼
却灰と固化灰は処分場へ搬入され
ます。ごみの分別がされないまま
埋め立てるごみが増加していくと、
自然環境の破壊につながります。

●アリナストレーニングルームの紹介
　有酸素系及び筋力系のトレーニングマシン、フリーウエイトなど充実した器具が揃っております。専
門のトレーナーも常駐しておりますので、気軽にご利用ください。
【使用料】大人300円、学生及び高校生200円、中学生100円
【時　間】1日1回の利用で1回あたりの時間制限はありません。
【教　室】バランスボールエクサイズ等の教室も開催しております。
【その他】Wi-Fi環境あります。中学生の使用制限内容など詳細につ

いてはお問合せください。
　問合せ　能代山本スポーツリゾートセンターアリナス
　　　　　能代市落合字下台2-1 ☎54-9200
　　　　 〈営業時間〉午前9時～午後9時 〈休館日〉年末年始のみ

　おとも苑では高齢者の生きがい活動支援サービスと、年齢を問わず利用できる交流サービスを行って
います。
●生きがい活動支援サービス　≪軽運動・趣味活動を通して生きがい・健康づくりを支援します≫
【対　象】能代市・山本郡にお住いの、おおむね65歳以上で介護保険の対象とならない方
【費　用】1回　700円
【内　容】健康チェック、入浴、昼食、休養、軽運動、各種レクリエーション行事など
　　　　　※月に3～4回、マイクロバスで送迎します。
●交流サービス
【主な施設】健康増進ホール、多目的ホール、創作ホール、研修室、休憩室、浴場
【料　　金】入館料　小学生以上　1回券 300円、6回券 1,530円
【研 修 室】午前8時～正午　400円（810円）、正午～午後6時　600円（1,210円）
　　　　　　※（　）内は冷暖房使用時
　問合せ　高齢者交流センター　おとも苑
　　　　　能代市字腹鞁ノ沢19番地10　☎58-5295
　　　　 〈開館時間〉午前8時～午後6時　〈休館日〉毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

広域組合施設をご利用ください広域組合施設をご利用ください

救急車の適正利用のお願い

能代山本スポーツリゾートセンターアリナス

高齢者交流センター　おとも苑

 広域広報  のしろやまもと2
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広域広報は環境にやさしい植物油インキを
使用しています。

再生紙を使用しています。

広 情 コ ナ域 報 ー ー

能 代 山 本 の ミ ニ 統 計
圏 域 人 口
 【内訳】男
 女
世 帯 数
圏 域 面 積

{広域広報へのご意見やご要望をお寄せください。 E-Mail：c-kouiki@shirakami.or. jp

発  行  編  集

能代山本広域市町村圏組合総務企画課
能代市字海詠坂3番地2　能代山本広域交流センター内

☎0185-89-2316　FAX 0185-89-4280
https://www.noshiroyamamotokouikiken.jp/

【問合せ】　能代山本広域市町村圏組合 消防本部　☎52-3311

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ

７５，３１３人　
３４，９９３人　
４０，３２０人　
３５，２６０世帯

１，１９１．２０㎢　
（令和４年２月１日現在　住民基本台帳）

　能代山本広域市町村圏組合消防本部（三種消防署）では、けが人が発生した交通事故を想定し、
ドクターカーと合同訓練を実施しました。内容は、ドクターカーを要請して医師・看護師と救急
隊が連携する手順を確認し、終了後に今後の課題等について意見交換を行いました。
　消防本部では、今後も迅速な活動が求められる救急現場で的確に活動できるよう訓練を重ね、
救命率の向上につなげてまいります。

　重症度や緊急度が高い傷病者が発生した場合に、医師と看護師がドクターカーで現場に向
かい、地元消防本部の救急隊と合流して一刻も早い医療処置を開始するための緊急車両です。
　秋田大学医学部附属病院の高度救命救急センターで、秋田県内初となるドクターカーを令
和３年10月４日から本格運用しています。

訓　練　写　真

本格運用を始めたドクターカー

ドクターカーとは

ドクターカーと合同訓練を実施しました！

全国消防イメージキャラクター「消太」訓練終了後に検討会を実施

医師、看護師が救急車に乗り込む様子


